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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月22日(2016.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）に用いられる端末
と、
　トリガメッセージを送信するＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒ
ｖｅｒ）と、
　前記ＳＣＳが前記トリガメッセージを送信することが許可されているかどうかをチェッ
クするＭＴＣ－ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎ
ｔｅｒ－Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と
を備え、
　前記チェックがパスしない場合、前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記トリガメッセージをブロ
ックし、
　前記チェックがパスする場合、前記端末は、前記トリガメッセージを受信する
ことを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記トリガメッセージは、ＳＣＳ　ＩＤ（識別子）を含む、
　請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記ＳＣＳ　ＩＤに基づいて前記トリガメッセージの送信が許
可されているか否かをチェックする
　請求項２に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記トリガメッセージは、完全性及び機密性が保護されている
　請求項１から３のいずれか１項に記載の通信システム。
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【請求項５】
　通信システムで用いられるＭＴＣ－ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒ－Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）であって、
　ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）からトリガメッセー
ジを受信する手段と、
　前記ＳＣＳが前記トリガメッセージを送信することが許可されているかどうかをチェッ
クする手段と、
　前記チェックがパスしない場合、前記トリガメッセージをブロックする手段と
を備えることを特徴とするＭＴＣ－ＩＷＦ。
【請求項６】
　前記トリガメッセージは、ＳＣＳ　ＩＤ（識別子）を含む、
　請求項５に記載のＭＴＣ－ＩＷＦ。
【請求項７】
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記ＳＣＳ　ＩＤに基づいて前記トリガメッセージの送信が許
可されているか否かをチェックする
　請求項６に記載のＭＴＣ－ＩＷＦ。
【請求項８】
　前記トリガメッセージは、完全性及び機密性が保護されている
　請求項５から７のいずれか１項に記載のＭＴＣ－ＩＷＦ。
【請求項９】
　通信システムで用いられる端末であって、
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）に用いられる手段
と、
　ＭＴＣ－ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅ
ｒ－Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）が、ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌ
ｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）がトリガメッセージを送信することが許可されているかどうかを
チェックし、該チェックがパスする場合、前記トリガメッセージを受信する手段と
　を備え、
　前記チェックがパスしない場合、前記トリガメッセージが前記ＭＴＣ－ＩＷＦによって
ブロックされる
　ことを特徴とする端末。
【請求項１０】
　前記トリガメッセージは、ＳＣＳ　ＩＤ（識別子）を含む、
　請求項９に記載の端末。
【請求項１１】
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記ＳＣＳ　ＩＤに基づいて前記トリガメッセージの送信が許
可されているか否かをチェックする
　請求項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記トリガメッセージは、完全性及び機密性が保護されている
　請求項９から１１のいずれか１項に記載の端末。
【請求項１３】
　通信システムのための通信方法であって、
　端末がＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）に用いられ
、
　ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）がトリガメッセージ
を送信し、
　ＭＴＣ－ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅ
ｒ－Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）が、前記ＳＣＳが前記トリガメッセージを送信
することが許可されているかどうかをチェックし、
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　前記チェックがパスしない場合、前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記トリガメッセージをブロ
ックし、
　前記チェックがパスする場合、前記端末は、前記トリガメッセージを受信する
ことを特徴とする通信方法。
【請求項１４】
　前記トリガメッセージは、ＳＣＳ　ＩＤ（識別子）を含む、
　請求項１３に記載の通信方法。
【請求項１５】
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記ＳＣＳ　ＩＤに基づいて前記トリガメッセージの送信が許
可されているか否かをチェックする
　請求項１４に記載の通信方法。
【請求項１６】
　前記トリガメッセージは、完全性及び機密性が保護されている
　請求項１３から１５のいずれか１項に記載の通信方法。
【請求項１７】
　通信システムで用いられる端末のための方法であって、
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）に用いられ、
　ＭＴＣ－ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅ
ｒ－Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）が、ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌ
ｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）がトリガメッセージを送信することが許可されているかどうかを
チェックし、該チェックがパスしない場合、前記トリガメッセージが前記ＭＴＣ－ＩＷＦ
によってブロックされ、一方、前記チェックがパスする場合、前記トリガメッセージを受
信する
　ことを特徴とする端末のための方法。
【請求項１８】
　前記トリガメッセージは、ＳＣＳ　ＩＤ（識別子）を含む、
　請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦは、前記ＳＣＳ　ＩＤに基づいて前記トリガメッセージの送信が許
可されているか否かをチェックする
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記トリガメッセージは、完全性及び機密性が保護されている
　請求項１７から１９のいずれか１項に記載の方法。
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